
この取り組みは、文部科学省が昨秋に「教育課程柔軟化サキドリ研究事業」＊下記概要参照 と称して

全国の小中学校を対象に研究校を募り、審査を得て初めて実施できる取り組みです。申請の結果、来年度

本校が国から指定を受けました。（県下で５校程度）「サキドリ事業」という名称の通り、現在、中央教育

審議会で２０３０年改訂の新学習指導要領に向けて、論点整理がされていますが、その中で学校の実態や

子どもの実情に合わせて柔軟な教育課程を編成することで、子ども達が、より生きて働く力を養うことが

できると結論付けています。２０３０年には全国のどこの学校でも展開されますが、少しでも未来を見据

えた力が身につくように、基礎基本の学習は保証しつつ、これまでに岩小が特に注力してきた「こどもが

選択できる主体的な学び」「生活科や総合的な学習を中心にした探究的な学び」「子ども同士のつながりを

大切にした対話の時間」を今以上に充実させることもできるようになります。 

 

先程も述べた通り、下記の表にあるように削減可能教科（週1回の教科は除外）から一律に調整授業時

数を捻出するのではなく、各教科の教育課程を見直し、教科の中では、子どもの実態に合わせて単元時間

数を増減したり、違う教科でも関連があるなら学習を合科したりすることで、学習指導要領に定められて

いる学ぶべきことはしっかりおさえながら調整時間を生み出します。来年度の新設教科は考えておりませ

んが、調整時間を生活科や総合的な学習の時間に上乗せすることや児童の資質向上に費やす探究・対話の

時間数も時程にしっかり明記して取り組んでいきます。また、教員が研修や教材や授業内容を熟知する時

間を確保することで、より児童にとって分かりやすい授業づくりを進めることができます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらを実効性のあるものにしていくには、教科の時数やカリキュラムの再編だけでなく、それらに伴

い、1授業の時間や週時程の変更も子どもたちが主体的に学ぶために変更しました。本校の学校改革推進

委員会や芦屋市教育委員会を中心に議論した結果以下のような週時程で４月から実施します。 

 

★昨年度からの変更点 

① 授業時間 

（旧）４５分授業 → （新）４０分授業 

② 授業割 

（旧）午前４コマ 午後２コマ → （新）午前５コマ 午後１コマ＋２０分（週２回） 

③ 給食開始 

（旧）１２：１５ → （新）１２：３０ 

④ 始業時間 

（旧）８：３０ → （新）８：２５ 

⑤ 終業時間 

学年によって違いますので、下表「週時程（案）」でご確認ください。 



２０２６岩園小学校時程表 

 月 火 水 木 金 
8：１０〜８：２０ 登校 

8：２５〜８：３５ 朝の会 

1 
8：３５〜９：１５ 

1 2 3 4 5 

2 
9：2０〜１０：００ 

6 7 8 9 10 

3 
10：０５〜１０：４５ 

11 12 13 14 15 

10：４５〜１１：０５ 
中休み（２０分） 

4 
11：05〜１１：４５ 

16 17 18 19 20 

5 
11：50〜１２：３０ 

21 
２２ ２３ 

24 25 
1 年対話タイム

（２５分） 

1年２年探究タイム 

（２５分） 

12：３０〜１３：１５ 給食 

13：２０〜１３：３０ そうじ・ペアタイム 

13：3０〜１３：５０ 昼休み（2０分） 

6 
13：５０〜１４：３０ 

２６ 2７ 

 

２８ 

総合 
 2９ 

委員会・クラブ 

14：0０〜１４：4０ 

  対話タイム 

14：３０〜１４：５５（２５分） 

探究タイム 

14：３０〜１４：５5（２5 分） 

  

下校（１年） １３：４５ １３：４５ １３：４５ １３：４５ １３：４５ 

下校（２年） １３：４５ １５：１０ １３：４５ １３：４５ １３：４５ 

下校（３年） １４：４５ １５：１０ １5：１０ １３：４５ １３：４５ 

下校（４～６年） 14：４５ １５：１０ １5：１０ １３：４５ １４：４５ 

委員会の日（３．４年） 

クラブの日（３年） 
1３：４５     

※給食なしの日は４校時まで行い、１２：００下校とする。 

※始業式、終業式の日は３校時まで行い、１１：００下校とする。 



サキドリ事業Ｑ＆Ａ 
 

Q1  週時程に「対話タイム」「探究タイム」とありましたが、どんな学習ですか？ 

A1 本来学びとは与えられるものではなく、自身が獲得していく新たな出会いであり、気づきです。探究タ

イムでは教科や総合の学習でもう少し突き詰めたい内容を個別または複数で学んでいく時間です。一

方、対話タイムは、コミュニケーション能力を養い、人との接し方や関係をどう作っていくかを学んで

いく時間です。 

 

Q2  授業時間が少なくなっているのではないですか？ 

A2 子どもの学習時間が減っているように見えますが、現行では、給食開始・終了日、個人懇談会、大きな

研修や会議がある時は５、６時間目をカットしていました。午前中に５時間目まで実施することで、裁

量の時間を教職員の資質向上に費やしても大幅に児童が学習する時間が減ることはありません。むし

ろ、低学年は学習時間が増えています。 

 

Q3  放課後の時間が少し増えたのでダラダラ家で過ごさないか心配です。 

A3 自分でしっかり計画を立てて放課後の時間を有意義使うことは、自立への一歩です。学校でも放課後の

過ごし方は子どもたち自ら有意義に過ごせるような働きかけや考える場を設定しますが、これを保護

者の方には前向きに捉えてほしいです。一方で、手立ても必要ですので、放課後の時間を活用して学校

の教育活動ではできない体験活動をキッズスクエア、コミスク、ボランティア団体等も模索中です。ま

た、学童やキッズスクエアは、学校とも連携していますので、今の時間よりも早くからの受け入れも許

可が出ています。中学校でも部活動が廃止され、放課後の過ごし方は各家庭の判断という方向に見直さ

れています。学校だけで子どもたちの学びをつくっていくのではなく、地域・家庭とも連携しながら皆

さんで子どもたちを育てていくモデルケースとして行政のバックアップも受けておりますので安心く

ださい。 

 

Q4 新しい試みなので、一番の心配は学力の低下です。 

A4  これからの時代は、目に見える知識理解よりむしろ学びに向かう姿勢や思考判断、非認知能力の育成が

重要になってきます。サキドリ事業では、裁量の時間を活用しながらそういう力を養うことに今以上に

時間をかけて取り組みます。学習への意欲は学びに良い影響が出ることはエビデンスが取れているの

で、いわゆる既存の目に見える学力にも有効だと思われます。 

 

Q5  サキドリ事業の効果・検証はいつ行われるのですか？ 

A5  サキドリ事業の効果については、今年が初年度ですので、１年を通して実施してみて学校評価等による

効果や改善点があがってくると思われます。ただし、サキドリ事業が目指している子どもたち主体の学

びの検証については、芦屋市が学びの指標として ScTN（スクタン）を２年前から取り入れ、３年生以上

に学期に１回実施しています。児童生徒による自己評価型の質問により、成長の実感（授業+生活）と

学校生活の充実感をグラフ化します。それをもとに今後の授業改善やより効果的な子ども達への働き

かけを行っています。また、その変化はもちろん、数値に表れない子どもの実態にも十分注視していき

たいと思います。 

 


